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Abstract : The structure of the ctenidia in the Japanese scallop Patinopecten yessoensis was examined 
anatomically. The ctenidium was fixed on the adductor muscle with the suspensory membrane of filament. 
The outer lamina of inner ctenidium and the inner lamina of outer ctenidium were reinforced by the 
dorsal respiratory expansion. The fused border of inner lamina of inner ctenidium and the fused border 
of outer lamina of outer ctenidium have detachably structure from the attachment parts when the water 
pressure to the ctenidium is too high. The mouth was covered with the well developed lobe of lip-
apparatus. The gill type showed the heterorhabdic filibranch: The primary filaments between inner and 
outer lamina were connected with the inner-filament connecting membrane, and the primary filament 
and the ordinary filament, and each of the ordinary filaments were connected with the ciliary disk.
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緒　　言

　二枚貝は，鰓の構造から原鰓類，糸鰓類および真弁鰓類

に大別される1）。Ridewood2）は分類指標の基本となる鰓の

組織像を多くの二枚貝で明らかにしている。鰓の解剖図

は，糸鰓類ではイガイ目ハボウキガイ科のタイラギPinna 

japonica，ウグイスガイ目ウグイスガイ科のアコヤガイ

Pinctada fucata martensii，シロチョウガイP. maxima，

古弁鰓類ではイシガイ目イシガイ科のイケチョウガイ

Hyriopsis schlegeliで報告されている3-6）。

　著者らは，二枚貝の呼吸・循環や捕食に関する研究を進

める上での基礎資料を得る目的で，イガイ目イガイ科のム

ラサキイガイMytilus galloprovincialisおよびムラサキイン

コSeptifer virgutus，ウグイスガイ目ウグイスガイ科のア

コヤガイ，クロチョウガイP. margaritifera，マベPteria 

penguin，カキ目イタボガキ科のマガキCrassostrea gigasお

よびイタボガキOstrea denselamellosaの鰓構造を解剖学的

に明らかにしてきた7-13）。本研究では，カキ目イタヤガイ

科のホタテガイPatinopecten yessoensisの鰓構造を解剖学

的に明らかにした。なお，分類は奥谷14）に従った。

材料および方法

　実験には，殻長107±7 mm（平均値±標準偏差，以降

同様に表す），殻高114±6 mmのホタテガイ20個体を用い

た。ホタテガイは，八戸の養殖場より入手し，海水の流水

下のもとで１週間畜養して観察した。次いで，約0.4Mの

塩化マグネシウム水溶液15）に２～４時間浸漬して軟体部

を伸展させた後，Davidson液16）で固定し，実体顕微鏡で

観察した。

結果および考察

鰓葉

　ホタテガイは，空中に放置すると，殻を大きく開け，閉

殻筋が左右の殻の間から見える状態となる。この時，左右
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マベ9），マガキ12）やイタボガキ13）で見られる外套皺襞と同

様の構造を形成して，入水口と出水口を形成している。ホ

タ テ ガ イ と 同 じ 仲 間 の マ ジ ェ ラ ン ツ キ ヒPlacopeten 

magellanicusは，通常では外鰓外葉合着縁を外套膜に接触

させて海水を外套腔から鰓糸の間を通過させて懸濁物を濾

過しているが，懸濁粒子の濃度が高くなると外鰓外葉合着

縁を外套膜から離して海水を外套腔から鰓上腔へ短絡させ

て鰓糸の間の流れを止めて濾過を停止させることが内視鏡

で直接観察されている19）。

鰓葉合着縁

　内鰓内葉合着縁および外鰓外葉合着縁は，いずれも鰓糸

の先端が折れ曲がった構造となっていた（Figs. 4-7）。両

合着縁は外套腔側から見ると，半円形に並んだ十数本を単

位として伸びてきた常鰓糸（OF）が先端近くになると平

面に広がって主鰓糸（PF）を覆い隠し，平行に折れ曲

がって接触面を形成した構造となっていた（Fig. 7-1）。

このように外套腔側から見ると，合着縁は，常鰓糸が鰓葉

から接触面まで連続して延びている構造を示していた

（Figs. 7-1, 7-2）。一方，合着縁は鰓上腔側から見ると，

常鰓糸十数本と主鰓糸が単位として配列されて走行してき

た主鰓糸が合着縁の手前で幅を広げて常鰓糸を覆い隠し，

お 互 い の 主 鰓 糸 が 融 合 し た 構 造 を 示 し て い た（Fig. 

7-2）。従って，合着縁は外見的には，常鰓糸が外套腔側か

ら接触面の末端までを形成し，主鰓糸が鰓上腔側から接触

面の手前までを形成した様相を示していた（Figs. 7-1, 

7-2）。このような外観から，常鰓糸と主鰓糸は合着縁の手

前（基底溝の部位）で融合して基底溝縦走血管（VBT）

を形成していることが明らかである（Figs. 4-2, 5）。

鰓葉連結

　鰓の内葉と外葉の主鰓糸の間は，アコヤガイ7）やマガ

キ12）と同様に，鰓葉間連結膜（ICM）で連絡されていた

（Figs. 5, 6）。しかし，アコヤガイ7）やマガキ12）では，鰓

葉間連結膜は数本毎の主鰓糸にのみ基部まで三角形をなし

て展開している。一方，ホタテガイでは，アコヤガイ7）や

マガキ12）と異なって，全ての主鰓糸の間を同じ長さで，

先端から鰓葉の中央付近までに三角形をなして展開してい

た（Figs. 5, 6）。

鰓糸連結

　鰓葉は，アコヤガイ7），クロチョウガイ8），マベ9）やマ

の鰓は分かれて殻に張り付いている。このような個体を海

水に戻すと，外套膜（MT）および鰓（CT）を伸展させ

て左右の内鰓内葉（ILI）の内鰓内葉合着縁（FIC）を接

触させた状態となる（Figs. 1-3）。殻の片方を除去してこ

の状態を観察すると，外鰓外葉（OLO）の外鰓外葉合着

縁（FOC）は外套膜と接触しただけの構造で，内鰓内葉

の内鰓内葉合着縁も軟体部に接触しただけの構造で，いず

れも接着していなかった（Figs. 2, 3）。従って，空中に放

置されて殻を大きく開けることは，外鰓外葉合着縁および

内鰓内葉合着縁が外れる原因となることが明らかである。

このような構造は，外鰓外葉が外套膜と絨毛で接着し，内

鰓内葉が内臓塊と絨毛で接着しているアコヤガイ7），クロ

チョウガイ8），マベ9），マガキ12）やイタボガキ13）と異なっ

ている。

　鰓葉は，鰓葉懸垂膜（SM）で外鰓と内鰓の会合部が閉

殻筋（AD）に固定されていた（Figs. 2, 3）。一方，鰓葉

の出水口近くの部位は鰓葉懸垂膜が閉殻筋から離れて鰓葉

懸垂膜前部（FSM）を形成して自由に動く構造となって

いた（Figs. 2, 3）。このような出水口近くの鰓葉の構造

は，アコヤガイ7），クロチョウガイ8），マベ9），マガキ12）や

イタボガキ13）では認められない。

　しかし，ホタテガイは，外套膜および鰓葉を十分に伸ば

した状態で鰓換水を行っている時（Fig. 1）には，次のよ

うな鰓構造を示すと考えられる。左右の外鰓（LOC, 

ROC）の外鰓外葉合着縁は全体を外套膜へ接触させ，左

右の内鰓（LIC, RIC）の内鰓内葉合着縁は唇弁（LP）か

ら閉殻筋近くまでは内臓塊（VM）に接触させている

（Fig. 3）。従って，鰓上腔（SBC）は唇弁から閉殻筋近く

までは４本形成されている。閉殻筋近くからその外れまで

は，左右の内鰓内葉はお互いが接触して内鰓内葉合着縁を

構成し，左右の外鰓と内鰓の会合部は鰓葉懸垂膜で閉殻筋

に固定された構造で，従って鰓上腔は３本となっている。

しかし，閉殻筋の外れから出水口近くまでは，左右の内鰓

は内鰓内葉合着縁で接触し，左右の外鰓と内鰓の会合部は

鰓葉懸垂膜前部で懸垂されて自由に動く構造で，従って鰓

上腔は１本となって出水口へ連なっている。このように鰓

葉懸垂膜前部に連結している部分の鰓葉は，左右の鰓葉の

外鰓外葉合着縁のそれぞれが外套膜に接触し，左右の鰓葉

の内鰓内葉合着縁もお互いが接触して，殻腔内への入水側

（外套腔, MC）と殻腔内への出水側（鰓腔, BC）を完全

に仕切っている（Figs. 2E, 3C）。しかも，左右の出水口近

くの鰓葉の先端では，アコヤガイ7），クロチョウガイ8），
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Interconnecting vessel19）（主鰓糸連結血管, IV）を介して

主鰓糸血管（VPF）へ短絡している（Figs. 5-7）。

　主鰓糸の鰓上腔側を走行してきた鰓葉間連結血管は，外

鰓外葉および内鰓内葉の基底溝に達すると，基底溝縦走血

管に繋がっていた（Figs. 4-2, 5）。基底溝縦走血管から

は，常鰓糸血管（VOF）および主鰓糸血管が延びて，鰓

葉のVentral bend19, 20）（腹側屈曲部）へ向って走行してい

た（Fig. 7-3）。鰓葉の腹側屈曲部では，ホタテガイと同

じ仲間のマジェランツキヒは，それぞれの常鰓糸および主

鰓糸がお互いにCiliated disk（鰓糸連結盤）で固定された

状態で折れ曲がっただけの単純な構造を示し，お互いの内

部が繋がった構造ではないことが報告されている19）。ホタ

テガイでも同様に，腹側屈曲部は常鰓糸および主鰓糸がお

互いに鰓糸連結盤で固定された状態で折れ曲がっただけの

単純な構造を示すことが確認された（Figs. 5, 7-1）。従っ

て，腹側屈曲部では，常鰓糸血管および主鰓糸血管は単純

に屈曲しただけで，お互いが繋がっていないことが明らか

である。このようにホタテガイの鰓葉の構造は，基部に縦

走血管が走行する食物溝を備えたムラサキイガイ10），ムラ

サキインコ11），アコヤガイ7），クロチョウガイ8），マベ9），

マガキ12）やイタボガキ13）と異なることが明らかとなった。

　内外鰓外内葉基底溝（BTL）では，外鰓葉を走行して

きた常鰓糸血管および主鰓糸血管と内鰓葉を走行してきた

ものとが「互い違い」に出鰓静脈に連絡していた（Fig. 

7-2）。

　以上のことから，鰓での血行は次のように考えられる。

鰓に流入した血液は，入鰓静脈から鰓葉間連結血管へ流入

し，一部は主鰓糸連結血管を介して主鰓糸血管へ短絡し

て，出鰓静脈へ流出する。一部は，鰓葉間連結血管を介し

て主鰓糸背面呼吸膜の外縁から鰓葉間連結膜の外縁を湾曲

して流れて基底溝縦走血管へ流入し，合流する。次いで，

血液は基底溝縦走血管から各常鰓糸血管および主鰓糸血管

へ分配される。常鰓糸血管内の血液は鰓葉の腹側屈曲部へ

と流れ，屈曲して常鰓糸の基部へと流れて出鰓静脈へ流出

する。この間，血液は常鰓糸毎に独立して流れている。一

方，主鰓糸血管内の血液は，一部は鰓葉間連結膜内を短絡

して隣の鰓葉の主鰓糸血管へ流入する。一部は常鰓糸血管

内の血液と同様に鰓葉の腹側屈曲部を屈曲して流れる。こ

れら二つの経路を流れてきた主鰓糸血管の血液は，鰓葉間

連結膜を通過したところで合流し，出鰓静脈へ流出する。

この間，主鰓糸の血液も，常鰓糸と同様に主鰓糸毎に独立

して流れている。

ガキ12）と同様に，主鰓糸と半円形に並んだ数十本の常鰓

糸を一組として，配列された構造となっていた（Figs. 

5-7）。それらの一組の鰓糸は，アコヤガイ7），クロチョウ

ガイ8）やマベ9）と同様に，お互いが鰓糸連結盤（CD）で

固定されていた（Figs. 5, 7）。

　Dufour and Beninger18）は，二枚貝の鰓の構造を内葉と

外葉の常鰓糸の間をInterlamellar junctions（鰓葉間連

結）で連結したHomorhabdic filibranch，内葉と外葉の主

鰓糸の間を鰓葉間連結で接合し，隣接した常鰓糸の間を繊

毛 の あ る 突 起 物（Ciliated spurs） で 接 合 し た

Heterorhabdic filibranch， 隣 接 し た 常 鰓 糸 の 間 を

Interlamellar junctions（ 鰓 糸 間 連 結 ） で 接 合 し た

Homorhabdic eulamellibranch，内葉と外葉の主鰓糸の間

を鰓葉間連結で接合し，隣接した常鰓糸の間を鰓糸間連結

で接合したHeterorhabdic pseudolamellibranchの４つの型

に分けている。ホタテガイの鰓は，内葉と外葉の主鰓糸の

間を鰓葉間連結膜で接合し，隣接した常鰓糸の間を繊毛の

ある鰓糸連結盤で接合していた（Figs. 5-7）。これらのこ

とから，ホタテガイは，アコヤガイ7），クロチョウガイ8）

やマベ9）と同様のHeterorhabdic filibranch構造を示すこと

が明らかとなった。従って，ホタテガイの鰓構造は，ムラ

サ キ イ ガ イ10） や ム ラ サ キ イ ン コ11） のHomorhabdic 

filibranch構 造 お よ び マ ガ キ12） や イ タ ボ ガ キ13） の

Heterorhabdic pseudolamellibranch構造と異なっていた。

血管

　殻と外套膜を除去すると鰓葉懸垂膜の部位を鰓葉の基部

に沿って半円形に並んで，出鰓静脈（EBV）は外側（鰓

葉寄り）を，入鰓静脈（ABV）は内側（閉殻筋寄り）を

走行している様子が観察される（Figs. 2, 3）。入鰓静脈か

らは延びた鰓葉間連結血管（ICV）は，入鰓静脈から分岐

した後外鰓内葉あるいは内鰓外葉のDorsal respiratory 

expansion19, 20）（主鰓糸背面呼吸膜, DRE）の外縁を走行

し，鰓葉間連結膜の外縁を湾曲して走行して外鰓外葉ある

いは内鰓内葉の基底溝に達していた（Figs. 5-7）。このよ

うに，鰓葉間連結血管は主鰓糸毎に鰓葉間を連絡していた

（Figs. 6, 7）。しかし，ムラサキイガイ10），ムラサキイン

コ11），アコヤガイ7），クロチョウガイ8），マベ9）やマガキ12）

ではホタテガイと異なって，鰓葉間連結血管は，主鰓糸の

数本あるいは十数本に１本の割合で外鰓の内葉から外葉へ

あるいは内鰓の外葉から内葉へ最短距離を連絡している。

　また，鰓葉間連結膜の部位では，鰓葉間連結血管は
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で紐状した懸濁物を唇弁へ運んでいる様子が内視鏡で観察

されている17）。これらのことから，ホタテガイはマジェラ

ンツキヒと同様に，主鰓糸では鰓葉で捕捉した懸濁粒子を

基底溝へ運んで唇弁へ，常鰓糸では鰓葉の先端へ運んで鰓

葉の先端で粘液で紐状した懸濁物を唇弁へ運んで捕食して

いると考えられる。

　以上のことから，ホタテガイは殻を激しく開閉させて遊

泳する場合に起こる殻腔内の水流から鰓葉を守るために以

下のような特色ある鰓及び口の構造を備えていた。鰓葉は

鰓葉懸垂膜でしっかりと閉殻筋に固定されている。外鰓内

葉と内鰓外葉は主鰓糸背面呼吸膜で補強されている。内鰓

内葉合着縁と外鰓外葉合着縁は鰓葉に水圧がかかると剥離

して外套腔と鰓腔の間の水流を自由にすることによって鰓

葉に水圧が掛からない構造となっている。口は，水圧の変

化から防御するために唇葉で覆われている。

要　　約

　ホタテガイの鰓構造を調べた。鰓葉は鰓葉懸垂膜で閉殻

筋に固定され，外鰓内葉と内鰓外葉は主鰓糸背面呼吸膜で

補強されていた。内鰓内葉合着縁と外鰓外葉合着縁は水圧

で剥離可能な構造で，口は発達した唇葉で覆われていた。

しかし，鰓葉は内葉と外葉の主鰓糸を鰓葉間連結膜で接合

し，隣接した常鰓糸および主鰓糸の間を鰓糸連結盤で接合

したHeterorhabdic filibranch構造を示した。
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唇弁

　ホタテガイの左右の上唇弁（LUL, RUL）は，唇弁支持

膜（SML）で内臓塊に固定されていた（Fig. 8）。しかし，

ムラサキイガイ10），ムラサキインコ11），アコヤガイ7），ク

ロチョウガイ8），マベ9），マガキ12）やイタボガキ13）では，

唇弁支持膜は認められず，左右の上唇弁は下唇弁と同様に

固定されていない。

　ホタテガイの唇弁の唇弁襞側部（RP）および側位口溝

（LOG）の基本構造はアコヤガイ7），クロチョウガイ8），

マベ9）やマガキ12）と同様の構造を示していた（Figs. 9, 

10）。しかし，唇（L）は，アコヤガイ7），クロチョウガイ8），

マベ9），マガキ12）やイタボガキ13）と著しく異なり，それら

の種には認められない瘤状の隆起が発達していた（Fig. 

9）。このような瘤状の構造はミノガイ目ミノガイ科やカキ

目イタヤガイ科の二枚貝で一般に認められている20, 21）。瘤

状の隆起は大きく発達した３つの塊となって近位口溝

（POG）を覆っていた（Figs. 9-11）。この３つの塊は，

ホ タ テ ガ イ と 同 じ 仲 間 の ウ ミ ギ ク モ ド キPedum 

spondyloideus21）と同様に，上唇に２つと下唇の３つの瘤

が合体した構造となっていた（Figs. 9-11）。各瘤は，幹状

の唇葉（LO）が樹枝状に枝分かれして先端に唇小葉

（LOB）が展開した構造となっていた（Figs. 9-11）。こ

のような唇の構造は，唇の隙間より水を排出することに

よって唇弁で集められた懸濁粒子を濃縮して効率よく捕食

する役割，および殻の激しい開閉に伴う水圧の変化から口

を防御する役割を果たしていると推測されている20, 21）。

粒子運搬

　バージニアガキCrassostrea virginicaは，主鰓糸と常鰓

糸の側繊毛で鰓糸間を通過する水流を起こし，水中の懸濁

粒子を触毛で捕捉して粘液に絡め，これを主鰓糸の前繊毛

で鰓葉の基部（基底溝）へ，常鰓糸の前繊毛で食物溝へ運

び，唇弁へと運んで捕食している22, 23）。ホタテガイは，左

右の外鰓葉の基部に外鰓外葉基底溝（BTO）を，左右の

内鰓内葉の会合部に内鰓内葉基底溝（BTI）を，左右の鰓

葉の外鰓と内鰓の会合部に鰓葉基底溝（BTL）を構成

し，合計６本の基底溝を備えていた（Fig. 6）。一方，鰓

葉には，食物溝が見当たらない（Figs. 6, 7）。しかし，ホ

タテガイと同様に食物溝を持たないマジェランツキヒでは

バージニアガキ22, 23）と同様に，主鰓糸は鰓葉で捕捉した

懸濁粒子を基底溝へ運んで唇弁へ運び，常鰓糸は鰓葉の先

端へ運び，鰓葉の先端で他の二枚貝の食物溝と同様に粘液
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Short forms used in the figures
ABV,  afferent branchial vein 入鰓静脈

AD, 　adductor muscle 閉殻筋

AN, 　anus 肛門

BC, 　 branchial cavity 鰓腔

BTI,   based ciliated tract of inner lamina of inner ctenidium 内鰓内葉基底溝

BTL,   based ciliated tract of inner and outer laminae of ctenidia 内外鰓外内葉基底溝

BTO,  based ciliated tract of outer lamina of outer ctenidium 外鰓外葉基底溝

CD, 　 ciliary disk 鰓糸連結盤

CT, 　 ctenidium 鰓

DD, 　digestive diverticula 中腸腺

DRE,　dorsal respiratory expansion 主鰓糸背面呼吸膜
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EBV,   efferent branchial vein 出鰓静脈

FIC,    fused border of inner lamina of inner ctenidium  内鰓内葉合着縁

FOC,   fused border of outer lamina of outer ctenidium  外鰓外葉合着縁

FSM,   frontal part of suspensory membrane of filament  鰓葉懸垂膜前部

FT,　  foot 足

HG, 　 hinge 蝶番

ICM,　inter-laminar connecting membrane 鰓葉間連結膜

ICV,　inter-laminar connecting vessel 鰓葉間連結血管

ILI, 　 inner lamina of inner ctenidium 内鰓内葉

ILO, 　inner lamina of outer ctenidium 外鰓内葉

IV, 　  interconnecting vessel 主鰓糸連結血管

L,　　 lip 唇

LG, 　 ligament 靱帯

LIC,　 left inner ctenidium 左内鰓

LLL,　left lower lip 左下唇弁

LO, 　 lobe of lip-apparatus 唇葉

LOB,   lobule of lip-apparatus 唇小葉

LOC,   left outer ctenidium 左外鰓

LOG,   lateral oral groove 側位口溝

LP, 　 labial palp 唇弁

LUL,   left upper lip 左上唇弁

MC, 　mantle cavity 外套腔

MT, 　mantle 外套膜

OA, 　oral aperture 口

OF, 　 ordinary filament 常鰓糸

OLI, 　outer lamina of inner ctenidium 内鰓外葉

OLO,   outer lamina of outer ctenidium 外鰓外葉

PF, 　 primary filament 主鰓糸

POG,   proximal oral groove 近位口溝

RIC, 　right inner ctenidium 右内鰓

RLL,　right lower lip 右下唇弁

ROC,   right outer ctenidium 右外鰓

RP, 　 ridges of palp 唇弁襞側部

RUL,   right upper lip 右上唇弁

SBC,   supra-branchial cavity 鰓上腔

SM, 　 suspensory membrane of filament 鰓葉懸垂膜

SML,   suspensory membrane of labial palp 唇弁支持膜

VBT,  traverse vessel of the based ciliated tract  基底溝縦走血管

VM, 　visceral mass 内臓塊

VOF,  vessel of ordinary filament 常鰓糸血管

VPF,   vessel of primary filament 主鰓糸血管
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Fig. 1.　Outside views of the Common scallop Patinopecten yessoensis. A, left valve; B, right valve; C, inside view of right 
valve; D, anterior view of the soft part; E, ventral view of the soft part; F, posterior view of the soft part. Bars = 
1 cm.
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Fig. 2.　Left side views of the soft part of the Common scallop. A, left view of the soft part after removal of the left shell 
valve; B, left view of the ctenidium after removal of the left shell valve and mantle; C, ctenidium and suspensory 
membrane; D, ctenidium and labial palp; E, front part of ctenidium and suspensory membrane. Bars = 1 cm.
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Fig. 3.　Ctenidia of the Common scallop. A, left view of the ctenidium after removal of the left shell valve and mantle; B, 
mantle; C, left view of the ctenidium after removal of the left shell valve and the mantles; D, ventral view of the 
soft part after opening the right and left ctenidia to each side; E, front part of the ctenidia and the suspensory 
membranes; F, cross section of the ctenidium. Bars = 1 cm.
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Fig. 4-1.　The view from the mantle cavity of the fused border of outer lamina of outer ctenidium of the Common scallop. 
Diagonal and horizontal lines show planes of section. A, C and D, surface of the fused border; B, vertical section 
of the lamina; E, the view from the based ciliated tract of outer lamina of outer ctenidium. Bars = 1 mm.
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Fig. 4-2.　The view from the supra-branchial cavity of the fused border of outer lamina of outer ctenidium of the 
Common scallop. C and D, the magnified figures of the fused border. Bars = 1 mm.
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Fig. 5.　Lamina of ctenidium of the Common scallop. A, lamina; B and C, the tip of lamina; D, the based ciliated tract of 
inner and outer laminae of ctenidia; E and F, the fused border of outer lamina of outer ctenidium. Bars = 1 mm.
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Fig. 6.　Inter-laminar connecting membrane of the ctenidium of the Common scallop. Horizontal and vertical lines show 
planes of section. A, branchial cavity（suprabranchial chamber）side view; B and C, vertical side view; D, cross 
section of the ctenidium; E, vertical section of the ctenidium. Bars = 1 mm.
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Fig. 7-1.　Cross section of the ctenidium of the Common scallop. Horizontal lines show planes of section. A, the tip of 
ctenidium; B-G, cross section of the ctenidium. Bars in A-C = 1 mm, and bars in D-G = 100μm.
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Fig. 7-2.　Cross section of the ctenidium near the based ciliated tract of inner and outer laminae of ctenidia of the 
Common scallop. Horizontal and diagonal lines show planes of section. A and C, mantle cavity（infrabranchial 
chamber）side view; B, cross section of the ctenidium; D and E, branchial cavity（suprabranchial chamber）
side view. Bars = 1 mm.
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Fig. 7-3.　Cross sections of the ctenidium near the fused border of outer lamina of outer ctenidium of the Common 
scallop. Diagonal and horizontal lines show planes of section. A and B, mantle cavity（infrabranchial 
chamber）side view; D-F, cross section of the ctenidium. Bars = 100μm.
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Fig. 8.　The labial palp of the Common scallop. A, left view of the soft part after removal of the left valve; B, left view of 
the labial palp and the ctenidium; C, ventral view of the labial palp; D and E, ventral view of the labial palp after 
removal of the foot; F, labial palp. Bars in A-E = 1 cm, bar in F = 1 mm.
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Fig. 9.　The lip of labial palp and the lobe of the lip-apparatus of the Common scallop. A, the lower lip of labial palp; 
B, the view after opening the lower and upper lips from the base; C, inside view of the upper lobe of the lip-
apparatus; D, outside view of the upper lobe of the lip-apparatus; E, inside view of the lower lobe of the lip-
aperture; F, outside view of the lower lobe of the lip-apparatus. Bars = 1 cm.
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Fig. 10.　The lobe of the lip-apparatus and the lip of labial palp of the Common scallop. A, the upper lobe of the lip-
aperture and the upper lip of labial palp; B-D, the lobe and the lobule of the lip-apparatus. Bars = 1 cm.



208 山元，半田

Fig. 11.　The lobe and the lobule of the lip-apparatus of the Common scallop. A-C, the lower lobe of the lip-apparatus. 
Bars = 1 mm.


